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公文書からみる 

戦後山口県の病院設置と地域の声 
―災害がまちを襲ったあとで― 

  館員 真木奈美 

 

はじめに 

地域における病院の設立と背景を示す当館所蔵の歴史的な公文書 

＊医療機関整備審議会の会議録、会議資料など 

＊病院設立を求める陳情書    

  → 地域医療の危機は歴史的に経験されたこと 

 

１．戦災のあと―徳山博愛病院の設立― 

 〈 徳山博愛病院 〉昭和 22 年(1947)に徳山市(現周南市)で設立 

＊空襲による医療機関被災…市内医師らが働きかけオープンシステムを採用して設立 

＊昭和 23 年に徳山標準保健所の附属施設として位置づけられる 

＊徳山博愛病院運営委員会（会長は地元企業社長）に運営を業務委託 

＊戦前からの豊富な医療資源を前提として、戦後いちはやく医療・福祉ニーズに対応し

た医療サービスを提供 

   

２．自然災害のあと―玖珂郡北部への病院設立を求めて― 

 〈 ルース台風 〉昭和 26 年(1951)10 月 14-15 日に山口県内を横断 

 ＊玖珂郡北部(現岩国市)で多くの被害…診療所や隔離病舎の多くも被災 

 ＊山口県内の病院の偏在…玖珂郡北部は無病院地区  

 ＊日本赤十字社の医療機関設置を求める陳情書（玖珂郡町村・日本赤十字社山口支部）    

   ・自然災害後の医療救護＝「最も急を要する問題」 

   ・玖珂郡北部で重症患者発生時の時間的・経済的負担 

   ・恒久施設としての医療機関の設置が与える住民への「安全感」 

    

おわりに 

 ＊明治以降の病院供給史  

  ・開業医中心  

  ・地域の医療需要を反映  

    山口県の事例：熊毛郡・玖珂郡・大島郡の医療利用組合が合同して周東病院を   

               設立(昭和 14/1939) 

＊災害のあと(＝医療の必要性が高まった時) 、地域課題に即して病院設立が求められた      

様子→公文書から浮かび上がる
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